
(1998)広古の化石広赤泊類BL･anLseJJaの新標
本とその役元.日本古生物学会1998年年会

(1998年1月､小田原).吉持続予稿処p.59.
7)本郷一美 (1998)カマン･カレホユツク氾跡

ⅠIb屑出土の動物迫存体.1997年度トルコ調査
報告会 (1998年3月､東京中近東文化センター).

璃演

1)AnayaF.｢南米ボリビアの地質と産出する第

三紀から第四紀の噴乳類化石｣山形大学理学部､

1998年2月13日 (金)10:30-ll:30.

2)Anaya.ど.｢ボリビアについて 一人々のくら

しと化石-｣愛知県北設楽郡東栄町立東栄中学

校､1998年2月22日 (土)10:30-ll:30.

社会生態研究部門

生態機構分野

杉山事九 ･森 明雄 ･山極恭-I)･松村秀一

(研究概要)

A) 西､中央および束アフリカに生息する大型類

人狼の行動･生態学

杉山幸九 ･山極恭一･MichaelA.Huffman2)･竹

元博幸3)･松原 幹3)

全頭個体識別のもとに長期追跡してきたギニア

国ポッソウの野生チンパンジーについては､野外

災験も含めた道具使用行動の詳細な観察と地域間

比較の分析 ･整理を進め.とくに r単一目的に禎

数種類の道具使用｣をTool-Compositeと名付け

てまとめた｡道具を用いた採食行動は主要な果実

が不足する季節によくおこったが､その基礎とな

る生息地の食物生産塁､植生の大規模調査をおこ

なった｡また,初産年齢の低下､老齢雌の活動.

順位低下杜の遊動パターンの変化と雄の移出入な

ど,個体群動態についても長期記録の整理 ･分析

を進めた｡

ガボンのプティ･ロアンゴ保甥区において､同

所的に生息するゴリラとチンパンジーの生態調査

を行い､林床植生が焚弱な環境で両種旅人泊が広

い遊動域を利用していることを確認した｡遊動バ

ターンはゴリラとチンパンジーで兄なり､ゴリラ

はゾウを避ける帆句が強い｡果尖のフエノロジー

の調査も平行して進めており､現墳変化に両種牧

人旅がどう対応しているかを調べている｡

さらにアフリカ各地で類人猿の自己治療行動と

採食品目の薬効作用について研究した｡

ら) ヒヒ類の研死

森 明雄

ヒヒ類の血厨社会を行動学的に分析することを

目標にして.エチオピア南部アルシ州のゲラダヒ

ヒのポピュレーションの調査を行っている｡エチ

オピア北部の集団とは隔離されたゲラダヒヒの小

さいポピュレーションの生態的特徴を明らかにし

ようとしている｡ユニット偶成の不安定性､ユニ

ットのバンドへの所属のあり方を生態的変数を考

慮に入れながら検討している｡また､今年度は,

サウジアラビアのマントヒヒの予僻調査を行っ

た｡サウジアラビアでは.人が拾てる残奴やゴミ

に集まる人との共生群が大きな開祖となってい

る｡このような群を対象にし至近距離から祝祭を

行った｡メスの自由度が拓く､エチオピアのマン

トヒヒとはかなり只なった社会柄迫を持つことが

予測された.

C) 末梢アジアに生息する霊長切の生惣および社

会行動に関する研究

松村秀一 ･岡本暁子3)

マカクの社会行動の進化に関する比較研究の一

死として､インドネシア･スラウェシ島に生息す

るムーアモンキーの野外研究を続けている｡前年

度に引き続きオスのラウドコール等に関する資料

を重点的に収集した.また.野外観察と結びつけ

たゲームモデルの提出.個体の空間分布に関する

シミュレーション研究をおこなった｡さらに､タ

イ ･ベトナム ･マレーシアにおいて､霊長類の分

布と生態について広域的な予備調査をおこないそ

の結果をまとめた｡

D) ニホンザルの採食･緊荊生態と個体群動態の

研究

杉山事九 ･森 明雄･山櫨市一 ･田中伊知郎2)･

JosephSo】tis4)･ⅤanessaJ.HayesS)･

柴田博之3)･松 原幹3)･早川祥子3)･藤田志歩3)

ニホンザル個休の社会的地位と採食 ･繁殖戦略

との関係の解明のため､宮城県金華山､長野県地

獄谷､大分県高崎山.宮崎県幸島､鹿児島県屋久

島の自然群および餌づけ群を対象に研究を進めて
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きた｡金等山では雌の外見的発情や性行動とホル

モン測定による生理的発情の関係を調べた｡地獄

谷ではグルーミング時のシラミ卵処理技術の社会

的伝達過程を追跡調査した｡高崎山では体重,体

長と出産率 ･幼児死亡率の性差や年変動を雌の社

会的地位と関連して分析した｡寺島では､ヒトリ

ザル,小さな分裂群の遊動域に焦点を置いて研究

している｡屋久島では､遊動距離､食物パッチ間

距離､活動時間配分､採食メニュー､単独採食割

合などを調べ.採食戦略と社会性について検討し

た｡また､交尾期における発情雌と雄の近接関係､

雌の交尾相手の選択と社会関係の変化､雄の交尾

頻度と父性などを社会的地位と関連させて調査 ･

検討した.

く研究業法)

論文

一英文-

1)Basabose,K.&Yamagiwa,∫.(1997)

Predationonmammalsbychimpanzeesin

themontaneforestofKahuzi.Zaire.
Primates38:45-55.

2)Huffman.M.A.,Gotoh.S.,Turner.L.A.,

Hamal.M..Yoshida,K.(1997)Seasonal
trcndsinintestinalnematodeinfectionand

medicinalplantuseamongchimpanzeesin

theMahaleMountainsNationalPark,

Tanzania.Primates38:1ll-125.

3)Matsumura.S.(1997)Mothersinawild

groupofmoormacaques(MacacamauL･uS)

aremoreattractivetoothergroup

memberswhenholdingtheirinfants.Folia
Primatol.68:77-85.

4)Matsumura.S.& Okamoto.K.(1997)

Factors affecting proximity among

membersofawild groupofmoor

macaquesduringfeeding,movingand

resting.Intl.I.Primatol.18:929-940.

5)Matsum ura.S.&Kobayashi,T.(1998)A
gamemodelfordominancerelations

amonggroup-livinganimals.Behav.Ecol.
Sociobiol.42:77-84.

6)Mori,AqYamaguchi.N.Watanabe.K.,&

Shimizu.K.(1997)Sexualmaturationof

femaleJapanesemacaquesunderpoor
nutritionalconditionsandfood-enhanced

perinealswellingin theKoshimatroop.htl.
∫.Primatol.18:553-579.

7)Page,∫.E.,Huffman,M.A.,Smith.V.,

Towers,G.H.N.(1997)Chemicalbasisfor

medicinal consumption of AspLJJ'a

(Asteraceae)leavesbychimpanzees:are-

analysis.J.ChemicalEcology23(9):2211-
2225.

8)Soltis,J.,Mitsunaga.F.,Shimi乙u,K..

YaLnagihara,Y.&Nozaki,M.(1997)Sexual
selectioninJapanesemacaquesI:female
matechoiceormalesexualcoercion?An机

Behav.54:725-736.

9)Soltis,J.Mitsunaga,F,Shhizu.K,Nozaki.
M.,Yanagihara,Y.,Domingo-Roura.X..

Takenaka.0.(1997)Sexualselectionin

JapanesemacaquesⅡ:femalematechoice

andmale-malecompetition.Anim.Behav.
54:737-746.

10)Sugiyam a.Y.(1997)Scxjal加ditbnard山e

useoftooトcomrxxitesbywildchimpanzees

Evol.Anthropol.6:23-27.

11)Tanaka,i(1997)Parity-relateddifferences

insucklingbehaviorandnipplepreference

amongfree-rangingJapanesemacaques.
Am.∫.Primatol.42:331-339.

総説

-英文-

1)HuffmarLMA (1997)Cu汀entevidencefor

self-medica也oninprimates:amulddisciplinary

perspective.YearBook ofPhysical

Anthropology40:171-200.

-和文-

1)杉山幸丸 (1997)霊長類の昆虫食.インセク

タリュウム34:344-348.

2)山稜串- (1997)食行為の社会化と入校の進

1)1998年1月1日付けで京都大学大学院理学研究

科助教授に昇任 2)COE研究員 3)大学院生

4)日本学術振興会外国人特別研究員･5)招へい

外国人学者
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化.AJICONEWS皮INFORMATION184:9-
16.

3)山極恭一 (1997)ヒトはいつから人間であっ

たのか.岩波三拝座 r文化人析学｣苅1巻 r新た

な人間の発見｣pp.31-60.

4)山極恭一 (1997)霊長目.r世界絶滅動物図鑑

1｣学研､pp.20-21.

5)山稜恭一(1997)ショウジョウ科.r世界絶滅

動物図鑑4｣学研.pp.24-27.

6)山極恭一 (1997)サルからヒトへー父性の登

場-.｢男と女のかんけい学｣学文社､pp.41一
･78.

7)山極恭一 (1997)家族という複雑系.大航海
16:117-126.

8)山稜恭一 (1997)｢父という余分なもの｣新春

餌.

9)山極専一 (1997)ホミニゼ-ションと共生.盟

長類研究 13(1):117-120.

10)山極寿- (1998) rゴリラ雑学ノート｣ ダイ

ヤモンド社.

報告 ･その他

一英文1

1)Huffman,M.A.(1997)Self一medicative

traditionsintheAfricanGreatApes:An

QVOlutionaryperspectiveintohuman
traditionalmedicine.6thTnt.Symp.on

TraditionalMedicine(Dec.1997.Toyama).

Proceedingspp.229-247.

2)HuffmarLM.A.(1997)Practicalapplicadons
fromthestudyofgreatapeself一medication
andconservationrelatedissues.PanAfrica

News4(2):15116.

3)Okamoto,K.& Matsumura,S.(1997)

ComparativestudyofmacaquesinSulawesi

andKalimantaruI.Fieldsurveyofpig･tailed

macaquesinKdimantarxAFieldobserva岱on

ofmoormacaquesinSulawesi.平成8年度

科学研究焚補助金国際学術研究 研究成果報告杏

rボルネオ産霊長柄に関する総合的研究｣研死

代表者:竹中修､京都大学､pp.1-16.

4)Soltis.J.(1997)Instructor′smanualfor

■'Howhumansevolved'■(byR.Boyd&∫.B.

Silk).NortonPress.

5)Yamagiwa.J.(1997)Shouldweconsider

thetranslocationofgorillapopulations?
Gori】laJournal13:21-22.

6)Yamagiwa.J.(1998)Mushamuka′sstory:

Thelargestgroupandthelongesttenure.
GorillaJournal15:7-9.

-和文-

1)杉山幸丸 (1997)餌づけザルの個体数調整と

避妊措置.霊長類研究 13･.91-94.

2)田中伊知郎 (1997)ニホンザルにおける情報

の社会的伝達.現代のエスプリNo.359｢行動

の伝播と進化｣:103-110.

書評

一英文-

1)Soltis,∫.(1997)Evolutionandecologyof

mcaques∝ieties.I.aFa&D.G.Lindburg.
(eds.).Primates38:108-110.

2)Tanaka.I.(1998)Reachingintothought:

Themindofthegreatapes.A.E.Russon,

K.A.Bard&S.T.Parker(eds.)(Cambridge

UniversityPress.1996).Primates39:109-
114.

-和文-

1)杉山幸丸 (1997)｢W.C.McGrew著､西田他

訳;文化の起源を探る:チンパンジーの物質文化

(中山香店)｣.霊長類研究 13(1):110-112.

2)杉山幸丸 (1998)｢F.deWaal著､西田他訳:刺

己的なサル､他人を思いやるサル(草思社)｣.過

刊現代3月14日号:126.

学会発表

一英文-

1)Huffman,M.A.(1997)Selトmedicationin

AfricanGreatApes:AncientWisdomasa

ModernParadigmforTreatingTropical

Diseases.InternationalSymposium on

NaturalMedicines(50thCongressofthe

JapaneseSわcietyofPharmacognosy)(OcL

1997.Kyoto).

2)Huffman,M.A.(1997)Self一medicative

traditionsintheAfricanGreatApes:An

evolutionaryperspectiveintohuman
tradtionalmedicine.The6thInternational
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-和文-

1)ハフマン･マイケル (1997)アフリカ類人猿

の薬用植物選択 :地域文化とその環境的特徴｡

第13回日本霊長頬学会大会 (1997年7月､札

幌).霊長類研究 13(3):264.

2)Huffman,M.A.,Mahaney,W.C.,JZippin,
Millner,M.W.,Hancock,RG.V,Aufrieter.S.,

Wink,M.(1997)野生チンバンジ-における土
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旨集p.39.
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